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地域の緋が防災・防犯に直結

助
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釜
つ
つ
ぁ
る
こ
と
が
憂
慮
さ
れ
ま

す
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
街

の
質
は
、
私
た
ち
住
民
の
意
識

と
行
動
に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま

す
防
災
も
防
犯
も

地
域
住
民
の
協
力

如
何
で
、
り
ス
ク
を

下
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
「
安
全
な
場

所
に
住
む
」
と
い
う

こ
と
は
、
『
自
助
共

新
年
あ
け
ま

し
て
お
め
で
と

鹸

う
ご
ざ
い
ま
す

.

ら

大
海
原
に
新
春
の
太

陽
が
昇
り
ゆ
く
よ
う
に
新
し

き
年
が
皆
さ
ま
に
と
つ
て

最
良
の
日
々
と
な
り
ま
す
よ

う
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

旧
年
中
は
、
町
会
行
事
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
て
、
心
よ
り
厚
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
お
陰
さ
ま

で
事
故
な
く
無
事
に
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

さ
て
、
当
町
会
も
都
市
化

の
流
れ
の
中
で
住
民
同
士

の
つ
な
が
り
」
が
希
薄
化
し

い
も
の
で
す

そ
し
て
、
ど
の
組
織
も
そ
う

で
す
が
、
若
い
人
の
参
加
が
な

け
れ
ぱ
、
や
が
て
衰
退
し
て
し

ま
い
ま
す
当
町
会
に
は
魅
力

が
あ
り
力
あ
る
人
材
が
た
く
さ

ん
い
る
は
ず
で
す
若
者
が
地

域
で
積
極
的
に
活
躍
し
て
、
新

た
な
知
恵
と
創
造
力
を
発
揮
す

る
時
、
私
た
ち
の
小
田
中
の
未

来
は
安
泰
と
な
り
繁
栄
し
ま
す

私
の
今
の
希
望
は
「
出
で
ょ
、

若
者
」
で
す

最
後
に
、
だ
れ
も
が
住
ん
で

良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
に

全
力
投
球
で
取
り
組
ん
で
い
く

所
存
で
す
本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

、冊
中

け
合
う
)
』
の
意
識

が
高
い
地
域
に
住
む

と
い
、
つ
こ
と
で
す

そ
の
た
め

こ
よ
、

人
々
の
交
流
か
ら
近

隣
の
連
帯
を
強
め
て

い
き
ま
し
ょ
、
つ
0
 
こ

争
牢

の
地
域
の
紳
と
連
帯

こ
そ
「
安
心
・
{
女
全
」

か
4
め

の
街
づ
く
り
の
要
と
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
、
つ
か
。
本
年
も
、

町
会
行
事
に
一
人
で
も
多
く
の

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
心
通

う
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
た

誓
之
=
で
親
睦
交
流

晩
秋
の
Ⅱ
月
即
日
、
第
2
回

歩
こ
、
つ
会
を
実
施
し
ま
し
た

(
写
真
)
 
A
 
回
か
ら
、

体
育
委
員
会
が
企
画
・

運
営
を
扣
ソ
す
る
こ
と

午
前
9
時
、
幼
馴
染

の
近
隣
同
士
、
親
子
3

人
の
ト
リ
オ
、
祖
父
と

孫
娘
の
コ
ン
ビ
等
、
参

加
予
定
者
全
員
が
町
会

せ
い
ぞ
ろ

館
前
に
勢
揃
い

準
備
体
操
後
、
歩
行

コ
ー
ス
・
注
意
事
項
等

の
説
明
を
受
け
て
、
プ

ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
た
田

代
茂
樹
体
育
委
員
長
の

誘
導
で
、
江
川
せ
せ
ら

ぎ
遊
歩
道
に
向
け
出
発

太
陽
第
一
幼
稚
園
沿
い
を
起

二
み

点
に
、
「
湧
水
の
小
径
桜
の

プ
ロ
ナ
ー
ド
」
を
通
り
抜
け
、

中
原
街
道
を
渡
る
と
、
散
策

の
道
」
の
入
口
で
、
木
製
の
時

計
塔
が
一
行
を
歓
迎
ふ
れ

あ
い
広
場
に
入
る
と
、
こ
ど

も
た
ち
が
楽
し
め
る
木
製
遊
具

や
ち
び
っ
こ
た
ち
の
か
わ
い
い

花
壇
もせ
せ
ら
ぎ
広
場
で
、
休

憩
後
、
あ
ぜ
の
道
を
通
り
、

尻
手
黒
川
路
沿
い
を
右
へ
曲
が

り
終
点
の
橘
公
園
へ
そ
の
道

す
が
ら
、
小
学
生
時
代
に
同
級

生
だ
っ
た
年
配
の
2
人
が
、
童

心
に
返
り
、
遠
足
や
修
学
旅
行

の
思
い
出
を
語
り
合
う
光
景
も

無
事
到
着
後
、
全
員
で
記
念

の
カ
メ
ラ
に
収
ま
り
、
食
事
を

は
さ
ん
で
解
散
し
ま
し
た

照
翻
C
拠
ψ
、
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●【備冨品・非常持出品】
食料・飲料水洛家庭で3日分以上、7日分以上を推奨)

飲料水(1人1日3Ω=3日9Ω(2ΩPETボトル5本))

保存食品(お米・パックご飯・乾麺・カップ麺・缶詰)

乳幼児の粉ミルク、離乳食、おやつ
^^
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ー・__く自助)、で
ず、ず

イ公助く、兵助
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●{ローリングストック】
普段の食事に利用する缶詰やレトルト

食品などを備蓄食料とし,製造日の古い物
から使い、使った分は新しく買い足して常に

ーの備えがある状態にしておく

備蓄
(3日分)

使いながら

備雷する

使う
^^

貝つ

川崎市は約14万人分の備蓄が

ありますが、交付対魚は、家屋が全壊・

消失し、避難所での生活が余儀なくされ、

かつ物資の確保が困難な方のみです。
(川崎市計画より)

^
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、
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、
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、

^ ^
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近隣との交流で紳を

深めよう!

防災訓練に参加し、

いざという時の心構えを
学ぽう。

^
ず
ノ

訓で
練も

町
会
防
災
訓
練

玲
月
釦
日
(
日
)
、
当
町
会

の
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る

市
立
ろ
う
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
一

中
原
消
防
署
地
元
の
大
戸
分

団
の
指
導
と
助
言
を
も
と
に
、

防
箭
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

内
六
合
は
、
例
年
の
よ
う
に
、

し
ん
ぱ
い
モ
せ
い

煙
体
験
・
心
肺
蘇
生
訓
練
・

け
つ
さ
く

結
索
訓
練
・
搬
送
訓
練
・

ざ
ん
か
く
き

三
角
巾
の
使
い
方
な
ど
で
す

近
い
将
来
関
東
大
震
災
級

の
大
地
震
発
生
が
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
毎
年
、
同
じ
訓
練
を

繰
り
返
す
こ
と
で
;
い
ざ
"

と
い
う
時
に
大
き
な
力
と
な
り

ま
す

グ
ラ
ン
ア
ル
ト
防
災

Ⅱ
月
玲
日
午
前
Ⅲ
時
よ
り
、

通
報
と
安
否
確
認
の
訓
練
を
実

施
。
館
内
放
送
後
玄
関
ド
ア

て
ん
ぶ

に
貼
付
さ
れ
た
「
た
す
け
て
」

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」
の
マ
グ
ネ
ッ

ト
シ
ー
ト
の
数
を
各
階
ご
と
に

集
計
(
参
加
率
引
%
)
、
時
間

は
約
巧
分
で
し
た
今
後
の
課

題
を
議
論
。

続
い
て
消
防
団
大
戸
分
団
よ

り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
使
用
不

可
の
時
の
、
椅
子
を
利
用
し

は
ん
モ
う

た
け
が
人
搬
送
訓
練
(
写
真
)
、

リ
ユ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
使
用
し
た

搬
送
の
実
演
も
や
い
結
び
、

さ
ん
か
く
ぎ
ん

三
角
巾
の
高
級
処
置
方
法
、

非

常
階
段
を
マ
ン
シ
ョ
ン
備
え
付

た
ん
か

け
の
担
架
で
運
ぶ
方
法
も
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た

訓
練
終
了
後
、
も
ち
つ
き
大

会
な
ど
住
民
同
士
の
交
流
を
は

力
り
ま
し
た

会

、
ー
ー
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かわいいこともたち集合!
いっばいの笑顔か勢ぞろい。早起きして、ぎゅっと

(7月27日ろう学校)詰まつた1日がはじまります。

会報こだなか

こども会 ービも会

婦八部

^

ク 1スマス 1 スすてきでしょう!
雪の結晶を思わゼるようっ白なイペりス、シクラメン、ビオラなど
円形リースに完成.クリスマス気分に大満足。(1桐16日中原園劃

^

やっば"たのしい~衣をぢつき!!
あったかくて、ほたほた柔らかお餅。冬の風物詩、

(12月4日町会館)1年の締めくくりですね。

第36号

体育委員会

"

夏空の下で霧うイベント
さらりとこなず浴衣姿、ババ・ママと手を繋ぐこどもたち、
大勢の人でにぎわいました。(7月30日大谷戸小学校)

祭りだ~ワヲショイ!
櫛いのハ、νピ、山車竃引く子どもたち、元気なかけ声がひぴき、活気あふれる日となりました。

(9月18日)

グ弓ンドい?ばいにひろかる輪
ワクワウ・どきどき1さあ~、きょうはどんなプレーか

(7月3日ろう学校)できるかな?

^

^

宅

り

大切な町、ていねいに
黄色、オレンジ、色とりどりの落ち葉をひろい集め、
秋の気配症感じ、町かきれいになりました。(10月6日)

り

、

美佗委員会

^

も
ち
つ
芝
大
会

、
、
、
、R

盆
踊

ラ
ジ
井
体
操

秋
祭

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室

運
動

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

美
化



尾
だ
な
血
力
f
手
生
ン
グ
沙
弓
ヲ
レ

を
周
抜
い
て
、
更
に
か
わ
い

い
花
々
で
皆
さ
ま
の
目
を
楽
し

ま
せ
る
べ
く
、
大
き
な
花
壇
に

し
ま
し
た
の
で
、
お
花
た
ち
を

か
わ
い
が
っ
て
く
だ
さ
い
ね

平
成
部
年
秋
に
発
足
し
、
 
3

年
経
過
 
4
年
目
に
入
り
ま
し

た

交
差
点
に
面
し
た
緑
地
帯
の

ゴ
ミ
の
山
か
ら
、
今
は
ツ
ツ
ジ

と
小
さ
な
花
壇
で
、
行
き
交
う

名

人
々
を
潤
す
交
差
点
と
な
っ
て

い
ま
す
1
年
目
、
「
夢
大
き
く
、
花

と
緑
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞

目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
と
意

気
込
ん
で
取
り
組
み
ま
し
た

と
こ
ろ
が
、
ナ
ン
ト
、
 
3
年
目

編
集
後
記

の
コ
ン
ク
ー
ル
で
大
賞
を

い
た
だ
き
、
驚
き
と
感
動
か
、

計
り
知
れ
ず
:
・

興
奮
状
態
で
、
受
賞
後
の
い

ろ
い
ろ
な
対
応
も
お
さ
ま
り
、

昨
年
Π
月
の
雪
が
舞
う
な
か
、

車
で
春
花
壇
の
苗
を
買
い
付
け

に
、
そ
し
て
皆
で
植
え
ま
し
た

今
真
)
ご
覧
に
な
っ
た
方
は
お
^
か

り
で
し
ょ
う
か
?
花
壇
が
広

が
り
ま
し
た
。
川
崎
市
公
園
緑

地
協
会
の
助
言
を
得
て
ツ
ツ
ジ
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泡
部
町
の
・
辺
熟

3
部
会
計
監
事

小
林
貴
子
さ
ん

わ
り
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あ
っ
て
か
、
明
る
く
テ
キ
ハ
キ

と
し
て
、
面
倒
見
が
よ
い

友
人
に
誘
わ
れ
て
始
め
た
こ

と
が
動
機
で
、
琴
藤
会
の
会

主
・
藤
沼
映
弦
さ
ん
に
師
事
し
、

大
正
琴
の
練
習
を
始
め
た
練

習
を
重
ね
る
な
か

で
、
演
奏
す
る
の

が
楽
し
み
に
な
っ

て
・

平
成
卯
年
5
月
に
先
任
師
範

の
免
許
を
取
得
同
訟
年
1
月
、

引
退
し
た
師
・
藤
沼
さ
ん
の
後

継
者
と
し
て
、
琴
貴
会
を
結
成

き
ら

雅
号
を
「
貴
良
梨
」

ι

「
大
正
琴
の
楽
譜
は
五
線
譜

「
よ
い
て
ー
こ
し
ょ
ー
・

御
柱
祭
で
知
ら
れ
る
諏
訪
市
出

身
看
護
学
校
を
経
て
、
病
院

の
看
護
婦
に
そ
の
影
響
も

▲
巨

ず

も
、
昭
和
歌
謡
曲
や
童
謡
を
演

奏
し
て
い
る

挙
に
若
返
っ
た
よ
う
な

笑
顔
で
聴
き
入
っ
て
く
だ
さ
る

姿
に
、
い
つ
も
励
ま
さ
れ
、
勇

気
を
も
ら
つ
て
い
ま
す
」

当
町
会
で
は
、
婦

大
正
琴
の
=
白
色
で
聴
衆
を
魅
了
人
部
の
会
計
・
監

査
等
を
歴
任

て
き
た
昨
年
4
月
開
催
の
琴

「
演
奏
を
通
し
て
、
タ
タ
く
の

伝
流
大
正
琴
第
釦
回
紀
念
全
国

友
人
に
恵
ま
れ
た
こ
と
が
、

何

大
会
で
は
、
県
内
即
人
構
成
の

よ
り
の
幸
せ
、
で
き

合
奏
で
、
代
表
を
務
め
た

れ
ば
1
0
0
歳

地
元
で
も
、
関
神
社
例
大
祭

ま
で
演
奏
を
続

け
た
い
で
す
ね
西

の
演
奏
会
に
当
町
会
を
代
表
し

て
毎
年
出
演
。
老
人
ホ
ー
ム
で

と
、
夢
は
大
き
い

で
な
く
、
数
字
譜
な
の
で
、
音

符
に
苦
手
意
識
の
あ
る
方
で
も
、

気
軽
に
演
奏
で
き
ま
す

週
5
日
、
個
人
レ
ッ
ス
ン
を

か
た
わ

続
け
る
傍
ら
、
大
正
琴
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
合
奏
で
、
演
奏
を
重
ね

●
大
災
害
時
、
近
隣
と
の
紳
が

自
分
や
家
族
を
守
る
日
ご
ろ

か
ら
、
互
い
の
。
信
頼
関
伊

を
深
め
ま
し
ょ
う

●
大
正
琴
を
通
し
て
、
地
域
に

潤
い
と
笑
顔
を
送
る
小
林
貴
子

さ
ん
音
楽
人
生
は
、
自
他
と

も
に
幸
福
人
生
に
つ
な
が
る
こ

と
を
教
え
て
く
れ
ま
す

●
地
域
の
未
来
へ
確
か
な
希
望

の
一
歩
を
!
町
金
打
事
へ
の

参
加
は
、
豊
か
な
地
域
づ
く
り

へ
の
第
一
歩
で
す
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※(婦)=婦人部に)=こども会

(す)=すみれ会

※毎月・第1木曜日町会役員会

÷(す)毎月・第2木曜日例会・誕生会

1月

U

《平成29年》

会報にだなか」発行

(こ)新春凧揚げ大会

(こ)作品展(市子連主催)

(こ)野球部お別れ会

役員・委員新年研修会

美化運動

(こ)こども夢パーク(津田山)

(す)友愛訪問

(す)歩く会

グランドゴルフ大会

通常総会

各部総会

(す)区老連演芸大会

美化運動

グランドゴルフ大会

2月

U

U

U

3月

"

"

"

5月

"

U

6月

7月

如


